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-.水面展開性殺虫剤の2，3の問題

江村一雄・上田勇五・藤巻正司

（新潟県農業試験場）

石崎,川瀬(1965ﾀは殺虫剤を油や界面活性剤に混入
して水田の数カ所に滴下する方法が，ニカメイチュウに

有効であると報告した。また，すでにダイアジノンを主
剤とする滴下用製剤が開発され市販に移されている。こ

ういった水稲害虫に対する殺虫剤の使い方は，従来実用
化されてきた土壌処理や水面処理を，さらに簡易化する
施用法として注目すべきであるが，実用化にはなお多く
の問題があると思われる。

筆者らは1965年，これらの水面展開性殺虫剤（本報で
は仮りにこう総称する）についてニカメイチユウを主体
にいくつかの試験を行なった。まだ充分な考察を下せる
段階ではないが，開発上問題となりそうな点について
2，3報告する。なお，試験実施に当って，殺虫剤の生
物検定法を御教示いただいた農薬検査所杉本技官，現地
試験で御助力願った実施地区の病害虫防除所，普及所，
農協などの各位に心からお礼申し上げる。

て結論すべきであろう。

ニカメイチユウ以外には予備的な試験しかできなかっ

たが，イネヒメハモグリバエにはダイアジノン展開剤が

有効のようで，使用形態から考えても適用性がありそう

である。また，イネドロオイムシにはBHC油剤が卓効

をしめした。イネクロカメムシ，ツマグロョコパイなど

に対する効果は試験できなかったが検討の余地があろ

う。

ニカメイチュウに対する処理時期第1世代にはダ

イアジノン展開剤（テマノン）とBHC油剤を，第2世
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薬剤の種類と適用害虫供試した水面展開性殺虫剤
5種のうち，ダイアジノン展開剤（テマノン）以外はい
ずれも試作品である。ニカメイチュウ第’’2世代に供
試した薬剤と試験方法および試験成織の概要は第’図の
手うで獺°篇榊代然驍1余被審発生が少なく；しか
亀，延璽薑曽撲i邑降雨ぞ冠水十錐いう孤鮴蝿』
たので充分な検討ができないが，試験条件が良好であっ

た錐9雌俺競駿皐処巡鯏搬伽縦雌俳せて鮒
すると，亘亘C摘荊が鍵も著毒率§這愛唇控矧纒特鋤陸

に匹敵才鋤果をしめした。ダイアヅノン願開剤はこれ
庭つき葵刷恒庭走えう誇動桑奎奉iヂ壱も､雪昌遅PN展開
削もダィアジノン鯉卿と同蕊‘し<I癖牢劣葡極度の
妨梁とし“尭盤うらMPP,MEP展開削は上記8薬剤よ
り少し鈴った。しかしりこ馳均の蒲料蝿剛抑鷺を鍵に
しているものがあるので，菫制だけの差と砿塞昌j-壱こと

はでぎないので処理鮭の検討とともに今後の追試を僻っ
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